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研究成果の概要（和文）：泌尿器科を受診した男性81例を対象に、陰茎の擦過検体を医師および自己採取の2種
類採取し、両検体のHPV検出率およびHPV遺伝子型を比較することで、自己採取法の有用性について検討した。
HPV陽性率は医師採取31％、自己採取28％であり、両検体でHPV陽性であったのは26%であった。HPV検出における
自己採取検体の感度は91％、特異度は93％であった。また両検体でHPV陽性であった検体の70％で、検出された
遺伝子型が完全もしくは部分一致しており、検出された遺伝子型は総じて自己採取検体の方が多かった。男性に
おいても陰茎擦過による自己採取検体を用いたHPV検査は有用であると推察された。

研究成果の概要（英文）：Eighty-one male patients who attended urological clinic were enrolled in 
this study. From each participant, self-sampling and doctor-sampling subjects were collected by 
rubbing penile glans by cotton swab. After DNA was extracted from each subject, HPV-DNA test and 
genotyping were performed. HPV-DNA was detected in 31% of doctor-sampling and in 28% in 
self-sampling subjects, and 26% of patients had HPV detections in both samples. Compared to 
doctor-sampling subjects, sensitivity and specificity of HPV detection in self sampling were 91% and
 93%, respectively. Complete or partial matching of HPV genotypes detected in both samples was 70%, 
suggesting that HPV type distribution in both samples was in good agreement. Use of self-sampling 
rubbed subjects may be useful for screening of penile HPV infection in men.

研究分野：尿路性器感染症

キーワード： ヒトパピローマウイルス　男性　陰茎　自己採取　性感染症　スクリーニング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、様々なSTIsに対する自己採取法による検査が施行可能となっており、必ずしも医療機関を受診しなくても
検査が可能になっている。HPVについても、女性を対象とした自己採取法によるHPV-DNA検査の有用性が確立され
ているが、男性については自己採取によるHPV検査は行われていない。本研究によって男性においても陰茎擦過
による自己採取検体を用いたHPV検査は有用であると推察された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
子宮頸癌の原因であるヒトパピローマウイルス（HPV）は、性行為を通じて男性・女性の間で
伝播し、性感染症の１つであると捉えられている。多くの疫学研究において、性器 HPV感染は、
男性も女性と同等の感染率であることが分った。現在、様々な STIsに対する自己採取法による
検査が施行可能であり、淋菌・クラミジア・トリコモナスなどに対する自己採取による検体を用
いた STIsチェックが商業化されており、必ずしも医療機関を受診しなくても検査が可能になっ
ている。HPVについても、女性を対象とした自己採取法による細胞診と HPV-DNA検査の有用
性が確立しており、すでに検査が運用されている。 
一方、HPV 感染のリザーバーである男性においては、性器 HPV 感染の病原性についての明
確なエビデンスはなく、HPV感染の自然史も解明されていないため、実臨床において医療機関
での HPV検査は実施できない。また、自己採取法による HPV検査も行われておらず、その有
用性に関する検討はほとんど存在しない。自己採取法による精査の有用性・正確性が確立されれ
ば、男性における HPV 検査は容易に施行可能となり、HPV 感染者を経過観察することによっ
て男性における HPV感染の自然史の解明も飛躍的に進歩する予想される。そこで本研究を立案
した。 
 また、追加検討として女性の尿検体を用いた子宮頸部 HPV感染スクリーニングの有用性につ
いても検討を行った。女性の HPVワクチン接種が再開されたとはいえ、その接種率は諸外国と
比べてまだ極めて低い。一方でワクチンによる HPV感染の予防ではなく、子宮頸癌検診の検診
率の向上が目指されていたが、女性における検診は羞恥心や、細胞採取に伴う痛み・不快感を伴
うため、本邦では必ずしも高いとは言えない。近年、初尿検体を用いた子宮頸部HPV感染率に
ついて注目されるようになり、諸外国では子宮頸部擦過検体と尿検体との高い一致率が報告さ
れつつある。尿検体の採取は、低侵襲かつ簡便であり、その有用性が確立されれば、子宮頸癌検
診受診率の向上につながる。2020年新型コロナウイルス感染の蔓延に伴って、男性の自己採取
検体の収取率が不良であったことを受け、追加として本検討も行った。 
 
 
２．研究の目的 
世界各国において男性に対しても HPV ワクチンの任意接種が認められている現在において、
本邦においては女性に対するワクチン接種は副作用の問題で中止されていたが、ようやく再開
するに至った。また、男性に対するワクチン接種も認められた。 
しかし現時点では、男性における HPV接種率は未だかなり低迷している。男性における HPV
感染に関する疫学調査を進めることによって、現在ワクチン接種されている諸外国と比較して、
本邦においては、未だ男性における HPV感染率が高いことを示すことで、男性に対するワクチ
ン接種を推奨するためのエビデンスとなると考えている。男性における HPV感染の疫学調査を
進めるうえで自己採取法による主義が確立すれば、調査はさらに容易になると思われる。 
そこで、当院および関連施設において STIs外来に来院した男性患者を対象に、医師による採
取と自己採取による 2種類の亀頭擦過検体における HPV-DNA検出率・HPV型分布について比
較検討し、自己採取法による HPV検査の有用性を明らかにする。また、女性に対する HPVワ
クチン接種の集団接種効果によって、男性におけるHPV感染が減少しつつある諸外国に比べて、
本邦においては未だ男性性器 HPV 感染が高率に存在している点を明らかにしたいと考えてい
る 
 
 
３．研究の方法 
 各被験者より、医師が生食に浸した綿棒を用いて亀頭全面を擦過し、その綿棒を液状細胞診
用保存液に保存する。次に同様の手法を用いて亀頭の擦過検体を自己採取してもらい検体を保
存する。各検体から SMI test-Ex を用いて DNA を採取し、βグロビンの有無について PCR 法を
用いて調査した。つぎに HPV-DNA の有無を、PCR 法を用いて調査した。 
HPV 陽性検体においては flow through hybridization 法を応用した HPV genoarray kit 
(HyBri-Max)を用いて、HPV の型判定を行う。両検体の HPV 検出率、遺伝子型を比較した。 
 上記の検討に対する追加として、男性だけでなく女性における尿検体を用いた自己採取法の
HPV 検査についての有効性も検討した。子宮頸癌患者（手術症例）を対象にし、子宮頚部（擦過）・
外陰部（擦過）・初尿検体における HPV 検出率について比較検討した。 
 
 
４．研究成果 
 研究開始当初は、コロナ禍でだされた緊急事態宣言の影響で、思うように検体が収集できなか
ったが、2021 年に入って検体収集を開始し、2022 年 3月末までに 81検体を収集できた。そのう
ち 39 例で HPV-DNA 検査および型判定を行った。HPV 陽性率は医師採取検体 12 例（31％）、自己
採取検体 11例（28％）であり、両検体で HPV 陽性であったのは 10 例（26%）であった。医師採



取検体と比較すると HPV 検出における自己採取検体の感度は 91％、特異度は 93％であった。ま
た両検体で HPV 陽性であった検体の中で、検出された遺伝子型が完全もしくは部分一致してい
たのは 7例（70％）であり、検出された遺伝子型は総じて自己採取検体の方が多かった（医師検
体 17 タイプ、自己検体 19タイプ）。すなわち、男性においても陰茎擦過による自己採取検体を
用いた HPV 検査は十分可能であると推察された。 
 また、2020 年度に検体採取が遅れたことを受け、女性の尿検体を用いた HPV 感染のスクリー
ニングの有用性についての研究を別途実施した。対象者は 40 例、HPV は子宮頸部検体の 20 例
(50.0%)、外陰部検体の 21例(52.5%)、尿検体の 17 例(42.5%)で検出された。３検体とも HPV 陽
性であったのは 14 例（35.0%）であった。型判定では子宮頸部検体、外陰部検体、尿検体の単独
感染がそれぞれ 9例、11 例、11 例、複数型の重複感染が 6例、6例、4例であった。3検体とも
HPV 陽性であった 14例中、完全に型が一致したのは 5例(35.7%)、部分的に型が一致したのは 7
例(50.0%)であり、子宮頸部、外陰部の検体と比べ尿検体において HPV の検出率がやや低いもの
の、HPV 検出、型ともにある程度の一致が認められ、尿検体を用いた HPV 検査が有効な方法とな
る可能性が示唆された。 
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